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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公開番号】特開2011-99873(P2011-99873A)
【公開日】平成23年5月19日(2011.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2011-020
【出願番号】特願2011-27092(P2011-27092)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｃ  21/26     (2006.01)
   Ｇ０９Ｂ  29/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｃ  21/00    　　　Ａ
   Ｇ０９Ｂ  29/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月18日(2011.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明に係るナビゲーション装置は、車両の挙動を検出するセンサと、センサからの
信号に基づき車両の挙動を推測する測位手段と、道路データを記憶する道路地図データ記
憶手段と、測位手段から推測結果として送られてくる測位データと道路地図データ記憶手
段から読み出した道路データとを照合して車両の現在位置を同定し、該同定状態が、道路
データによって示される登録道路上に確定されたマッチング状態、該登録道路上で確認中
であるペンディング状態または該登録道路外に確定されたフリー状態のいずれであるかを
表す照合結果データを出力する道路照合手段と、道路照合手段からの照合結果データがフ
リー状態を表している区間の前後でマッチング状態にあった登録道路上に、走行軌跡のう
ちの登録道路と重複しない走行軌跡部分である登録道路外走行軌跡の検出開始地点および
検出終了地点を設定し、測位手段からの測位データに基づき生成された検出開始地点から
検出終了地点までの走行軌跡の始点および終点の座標が検出開始地点および検出終了地点
の座標に一致するように走行軌跡を座標変換し、該座標変換された走行軌跡から登録道路
外走行軌跡の座標を検出する検出手段とを備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明によれば、フリー状態を表している区間の前後でマッチング状態にあった登録
道路上の２地点間を未登録道路の検出区間として定め、道路照合手段における処理とは無
関係に２地点間で推測された走行軌跡の始点および終点が登録道路上の２地点の座標に一
致するように走行軌跡を座標変換し、該座標変換された走行軌跡から登録道路外走行軌跡
の座標を検出するように構成したので、信頼性の低い登録道路外走行軌跡を検出しないよ
うになるとともに、未登録道路の座標をより正確に検出することができる。


	header
	written-amendment

